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大正製薬ホールディングス株式会社 

取締役相談役   大平 明 氏 

演題は、 

「父 大平正芳について ②」 

（柴 孝也 会員 ご紹介） 

本日の卓話 

    1398 号  2016/5/10 

～前回の卓話～ 

厚生労働省 政策統括官 

（社会保障担当） 

武田 俊彦 氏 
（紹介：柴 孝也会員） 

 

「日本のこれから 

～厚生労働省の視点から～」 

第 1443 回例会報告  

■ 4 月 26 日例会プログラム 
1.点鐘 
2.ロータリーソング「R-O-T-A-R-Y」 
本日の歌「鉄道唱歌~東海道編~1 番」 

3.会長報告 
4.委員会報告 
5.卓話 
6.点鐘 

 
■ 出席報告 

4 月 19 日  出席者 37 名  ﾋﾞｼﾞﾀｰ 1 名 出席率 65％ 
4 月 19 日  出席者 50 名  ﾒｰｷｬｯﾌﾟ 2 名 計 52 名 
会員数 58 名 出席対象者 57 名 修正出席率 91％ 

 
■ ビジター  （敬称略 ）  1 名  

朝井 隆夫（東京西） 

働き続けられる環境を築くように促したのです。こ

れにより女性の働き方が変わりました。現在、初婚

年齢は 30 歳を超え、第一子出産も 30.6 歳と 30 歳

を超えるようになりました。 

 人口が減ることは国力の低下を招く危惧すべき

問題です。1 億人をキープするには、1 億総活躍で

①少子化問題、②介護離職問題に取り組む必要

があります。また厚生労働省としては、非正規雇用

の人は結婚しにくいのでは？と考えていて、今後

結婚できる環境をどう作るのかを検討しています。 

 人口が減るとサービスが成り立たなくなると言わ

れています。実際、病院が診療所に変わり、救急

の受け入れが廃止となった例もありますが、訪問医

療・看護に方針転換することにより、逆に高齢者が

健康になっているとのデータがあり、病院がなくて

も問題ないことが判明されました。病院運営は市町

村単独ではなく、広域で考えることが大事です。ま

た、保険医療のパラダイムシフトが必要で、量から

質へ、薬から料理へとシフトしていくことが鍵になり

ます。薬を減らす薬局・病院を評価し、65歳以の方

には積極的に食事を取らせるようにしないといけま

せん。メタボ対策からフレイル対策へとシフトするこ

とが重要です。 

本日は、厚生労働省の視点から見た「日本のこれから」

についてお話しします。 

まず、わが国の人口の推移についてお話すると、明治

の頃には 3,000 万人しかいなかった人口は、全国的な新

田開発により増加します。明治時代後半から約 100 年に

渡り、2008年のピーク時には 1億 2,808万人に達すること

になります。ただし、そのピーク時から現在まで人口は減

少に転じ、そして長期的には人口はさらに急減すると予

想しています。 

一方、人口の推計を見ると、日本の総人口が減少に転

じていくなか、高齢者（特に75歳以上の高齢者）の占める

割合は増加しており、また、今後も増加傾向にあります。

厚生労働省はこの高齢者の割合を「％」ではなく「数」の

問題だと捉えていて、75 歳以上の人口がどのくらいいる

のか、また若くて元気な 75 歳以上の方を作るにはどうす

れば良いのかを常に考えています。 

ではなぜ 2008 年で人口は反転したのか？そこには次

世代育成支援対策推進法案の可決が要因に挙げられま

す。一言で言うと、「働き方の問題」です。企業に対して、

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○会長報告 
 ・先週の 31 周年記念例会へのご出席ありがとうご

ざいました。卓話で皆様に褒められたのは初めて
のことかと思います。大村先生は、普段の講演よ
りも崩して話されたようですが、意外にウケて良か
ったとおっしゃってました。 

 

〇幹事報告 
・「義捐金のお願い」について 

   熊本地震に伴い、各会員に義捐金のお願いをさ
せて頂きたいと思います。お一人あたり 1,000 円
を寄付 BOX より徴収させて頂きます。 

・「若林会員の偲ぶ会の開催」について 
   東京レインボーRC 初代会長の若林様が亡くな

られて 1 周忌を迎えます。つきましては、平成 28
年 6 月 13 日（月）に東京レインボーRC の例会に
て執り行います。 

・「第 31 回創立記念例会」について 
   先週、第 31 回創立記念例会を華々しく開催す

ることが出来ました。記念例会当日にプロのカメ
ラマンが撮影した写真につきましては次回例会
時に回覧します。 

・「週報」について 
   第 31 回創立記念例会の週報につきましては、

特別の週報を作成中です。 
 
〇委員会報告 
 ・親睦委員会より – 伊賀 委員 
   5 月 11 日（水）に「歌舞伎の観劇会」を開催しま

す。現在 8 名の参加申込みを頂いております。ま
だご参加の申込みを頂いていない方は、お早めに
ご連絡をお願いします。 

 ・親睦委員会より – 藤永 委員 
   5 月 21 日（土）「一声会ゴルフ」のご案内です。

場所は、中山ＣＣです。カートが導入されましたの
で、これを機に是非ご参加下さい。 

 ・国際奉仕委員会より –  金澤 委員 
   地区クラブへの補助金額の件でご連絡します。

全体6,000ドルの内、4,500ドルの地区補助金がお
りました。残り 1,500 ドルがクラブ負担となります。 

 

 

会長 柴 孝也  幹事 冨岡洋一 

会報委員会 委員長 上田啓子  委員長 高橋秀一郎 委員 石坂 想 伊賀大祐 中井隆三 福本正勝 
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柴 孝也  先週の 31 周年記念例会、大勢の出席 
ありがとうございます。 

 
岡田 髙治 先週の大村先生の講話、興味深く拝聴。 

会長、幹事、SAA、親睦の皆様ありがとう 
ございました。感謝！ 

 
陣内 隆  31 周年記念例会の卓話、大変感激しました。

ありがとうございました。 
 

冨岡 洋一 青少年交換留学生、小山会員のご紹介に 

より、おひとり目のホストファミリー決まりまし 

た。ありがとうございます。 

 

松井 秀文 23 日に小児がんの理解と支援を目的とした 

ゴールドリボンウォーキングを日比谷公園で 

行いました。参加者 3,700 名と盛会裡に終え

ました。 

金澤会員、篠塚会員、東京レインボーの 

田中会長のご参加ありがとうございました。 

 

     

次 回 例 会 の予 定  

◆次回 5 月 17 日（火）の卓話は、 

岡田髙治会員ご紹介の 日本記者クラブ会員 

皇室ジャーナリスト   神田 秀一 氏 です。 

演題は、「 これからの皇室 」です。 


